
Ⅰ．医療倫理と法令を順守する 
医療専門職として、背景となる制度・法律を理解し、全人的視点に立って患者に寄り添う医療支援を提供する。 
Ⅰ－１ 薬剤師の使命と責任 生命の尊さを認識し、臨床現場における生命倫理の重要性を理解する。 
Ⅰ－２ 医療制度 質の高い医療を提供するため、医療に関する制度を理解する。 
Ⅰ－３ 法令順守 質の高い医療を提供するため、薬剤師業務に関わる法律を理解する。 

Ⅱ．基本的業務の向上を図る 
最新の医薬品情報などをもとに、適正な処方監査と調剤、医薬品管理など、薬剤師の基本的業務を推進する。 
Ⅱ－１ 調剤 患者情報を収集し、薬歴に基づいた処方監査、疑義照会を経て、調剤し

交付する。 
Ⅱ－２ 製剤 ガイドライン等に準拠し、必要な院内手続を経て、品質を保証した製剤

を供給する。 
Ⅱ－３ 医薬品情報 適正使用のための医薬品情報を収集・評価し、適切に情報提供する。 
Ⅱ－４ 医薬品管理 医薬品の適正使用を目的として、品質の確保など法に則り適正な医薬品

等の管理・供給の役割を担う。 
Ⅱ－５ マネジメント 業務の適正化、職能拡大のために経営的視野を含めたマネジメント力を

養成する。 
Ⅱ－６ 教育・研究 質の高い医療人養成を目指した実務実習を支援し、医療の高度化、多様

化に対応できる研究マインドをもつ。 
Ⅲ．チーム医療を実践する 
医療における薬剤師の役割を理解し、その専門性を踏まえて、多職種と協働し、個々の患者に最適な薬物療法
を支援する。 
Ⅲ－１ 病棟・外来業務 

（医療コミュニケー 
ション） 

患者に最適な薬物療法を提供するため、治療効果の向上と副作用の防止
に努め、チーム医療を実践し、患者の利益に貢献する。 

Ⅲ－２ 連携 薬剤師の役割を理解し、職種間・施設間で協働して薬物療法を支援する。 
Ⅳ．医療安全を推進する 
安全管理の方策を身に付け、患者及び医療スタッフにとって安全な医療を遂行する。 
Ⅳ－１ リスクマネジメント 

（医薬品安全管理） 
医療事故は日常的に起こり得ることを認識し、適切な情報を基にした医
薬品の安全使用をはじめ、安心・安全な医療を実践する。 

Ⅳ－２ 感染制御・管理 消毒薬、抗菌薬の適正使用など、感染制御・管理を通じて安全で適切な
環境作りを支援する。 

Ⅴ．ファーマシューティカルケアを実践する 
疾病を理解し、個々の患者の病態に応じた、適切な薬物療法を提供する。 
Ⅴ－１ 医薬品（製剤）特性 医薬品（製剤）の特性を理解し、適切な薬物療法を支援する。 
Ⅴ－２ 疾病・薬物療法 疾病と病態を理解し、適切な薬物療法を支援する。 
Ⅴ－３ 患者特性 患者特性に応じて、適切な薬物療法を支援する。 

 


